
ちょっと待って! !西幼稚園と西保育園を｢統合･民営化｣

上図は、前号の｢明るい裾野｣に載せま

したが、今、問題になっている｢裾野市

幼児施設整備

基本構想(案)｣

に示してある、

幼児施設の｢一

体化･配置の方

針 ｣の一覧 で

す。

西地区の、西幼稚園と西保育園の欄を

見てください。築年数 39 年の西幼稚園

と 31 年の西保育園については、｢西幼稚

園の隣地に定員 300 人ほどの『こども園』

を建てて統合(一体化)し、さらに、公立

を止め民営化する方針」というものです。

｢民営化の進め方」まで示しながら、

市の財政が大変だからと言う名目で公立

保育園の廃止を進めようとしています。
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困ったことがあったら小沢、岡本のなんでも相談へ



この話、保護者のみなさんや地域の人

にとっても驚きではないでしょうか。

幼稚園の 3 歳児の抽選問題や保育園の

待機児童の解消に加えて、働く職員の労

働条件低下防止などの問題を置き去りに

したままです。なにより｢税金を徴収し

ているものの公的責任｣を果たすことが

求められています。公設公営で幼稚園。

保育園を運営することは財政的に困難、

としていますが、国からの地方交付税措

置で支援を受けることができるのではな

いでしょうか。

小沢、岡本両議員の一般質問傍聴を

岡本和枝議員は、３月２２日(月)午後

議員も、．傍聴人も、｢眠くなら

ない、白熱した一般質問｣を。

２時頃からで、｢保護者･職員との直接の

話し合いもせずに西幼稚園と西保育園の

統合・民営化を進めるのは拙速･問題。

基本構想(案)についてパブリックコメン

トが行われたが、広く市民に意見を求め

るために市民説明会は｣と質問を行いま

す。岡本議員は、他に、｢生活保護引き

下げの社会的影響｣、｢駅西区画整理事業

の地区除外について｣質問します。

小澤良一議員の一般質問は３月２５日

(金)午後１時頃からで、質問事項は、｢裾

野市振興公社の今後について｣、｢先駆者

のバイオ液体燃料の活用と普及につい

て｣、｢市営住宅の今後について｣です。

ぜひ傍聴を。

裾野市の予算で特徴的なのは、

法人市民税(市内企業納める税金)の増

額です。

昨年度(７億円)と比べて１億円増の８

億円です。一方個人市民税は昨年度(３

２億９，７００万円)でしたが、９千万

円減額の３２億７００万円です。

安倍内閣の円安誘導で市内大手企業の

輸出関連企業のトヨタ自動車、キヤノン

などの法人の業績が回復してきているこ

とを示しています。 一方、働く市民の

法人市民税が増額

一方個人市民税は減額
裾野市２０１３年（平成２５年）度予算



懐（賃金）に入るお金は増える状況にな

っていないことを示しています。

法人市民税が久し振りに１０億円

２０１２年(平成２４)年度の最終一般

会計補正予算(２０１３年３月議会)で輸

出関連企業の業績回復により法人市民税

３億円が市に納入され１０億円になりま

した。この法人市民税は２０１３年度予

算編成には反映はされはいませんので少

なく計上されています。

裾野市議会では、議会に傍聴にきた人

に「傍聴の感想」を書いて貰っています。

その市民の中で、傍聴感想を公表して

良いと応えた方の声を議員控室に掲載し

て議員が見られるようにしています。

傍聴感想で「市長が(議場内)に居るの

に議員の質問に市長は回答しない、部長

任せでなく市長が回答すべき」の声。

２月２６日から始まった２０１３年度

予算の予算編成に対する会派代表議員の

質疑に対して、予算編成をした当事者市

長は全く答弁することなく部長任せでし

た。

議員の質疑は事前に通告を出していて

答弁は行政当局側が準備をしていますの

で市長が答弁をしようとすれば答弁はで

きない訳ではありませんが、大橋市長は

答弁をしない市長です。

大橋市長の前任市長市川武さんは答弁

をしていました。

｢生活保護基準の見直し｣を政府が主導

して動き出しています。見直しと言いま

すが、実態は｢切り下げ｣です。マスコミ

も同調し、｢生保を受けていてパチンコ

にいく者がいる!!｣と声を上げています。

まったく日本のマスコミは、政府の広報

ラウドスピーカーですね。ジャーナリズ

ムとしての批判精神がありません。

さて、今回は生保が切り下げられたら

どのように影響が及ぶのか見てみましょ

う。私の予測ではありません。なんと厚

労省が、生保切り下げの影響が及ぶ他の

制度について予測し対応方針を出してい

ます(厚労省のホームページに掲載され

ています)。

大橋市長は

「議員の質問の

答弁に発言すべき」

との市民の声
『生保を切り下げろ!!』

と言う人たちは、

回り回ってお互いの首を

絞めあうことになることを

知っているのでしょうか。



｢生活保護基準に関連する主な制度と

対応の方向｣として次の項目が挙げられ

ています。

①個人住民税が非課税となる者の範囲。

②就学援助制度における学用品費等の支

給。

③市立高等学校等授業料等減免。

④国民年期保険料の免除。

⑤国民健康保険や後期高齢者医療制度の

適用除外。

⑥医療保険制度の高額療養費等の所得区

分。

⑦介護保険料や高額介護サービス費等の

段階区分。

⑧障害福祉サービスの負担上限月額等の

段階区分。

⑨保育所の保育料の免除に係わる階層区

分。

⑩滞納処分における給料等の差し押さえ

禁止額のうち最低生活費相当部分の設

定。

⑪児童保護費等負担金等。

⑫中国残留邦人に対する支援給付。

⑬戦傷病者特別援護法に基づく療養手

当。

⑭国立ハンセン病療養所等入居者家族生

活援護費。

⑮ハンセン病療養所費入所者給与金(援

護加算分)。

⑯地域別最低賃金。

……いかがでしょうか。｢働いている

者の賃金より生活保護の方が高い｣とい

っていますが、その賃金の最低賃金引き

下げにつながる、と厚労省は見ています。

これらは厚労省の現在の予測ですが、

実際は影響はさらに波及して出てしまう

でしょう。

生保切り下げ

を決めようとし

ている国会にお

いて、なにより

削減すべき対象

は政党助成金ではないでしょうか。

｢団体献金、企業献金をなくす替わり

に｣として､自分達のお手前で作ったイン

チキ政党助成金をなくすべきです。 こ

の政党助成金、共産党は受け取っていま

せんが、この受け取らない共産党の分を、

他の政党が山分けしています。

しかし、なぜか報道されません。(友)

編集後記

２月２４日に生涯学習センターで行

われた｢みんなのつどい｣を見に行きま

した。なかに「８０２０」運動をして

いる方々がいて、アンケートはどうで

すか、と聞かれましたが、｢私は歯は

丈夫です｣と断ってしまいました。

あとで、｢口の中を守るためにどれだ

けのことをしているのか話せば良かっ

たなあ｣と悔やみました。次号で｢私の

健康法｣を紹介します。みなさんのご

意見が楽しみです。 (友)


